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 校内研究道徳科の授業で培った話し合う習慣や 

伝え合うことの良さを生かして、理科の授業でも 

積極的にグループ学習を取り入れてきました。各 

教室に配置された「支援カード」も活用しながら 

「自分で」考えたことを、「グループ」で話し合 

い、互いに科学的な物の見方や考え方を広げ、共 

有する時間をもちました。 

 また、全員の個人の 

考えが出そろってから 

（ロイロ提出箱）回答 

表示をし、時間をかけ 

て一人ひとりの思考力 

を高めていきました。 

道徳科でも取り組んでいる学習手段や学習展開の良さを他教科でも取り組むことで、どの授業でもどの

指導者でも一人ひとりが思考力を高め、学習しやすい環境を整えていくのは大事なことだと思いました。 

また、その話合いには一人一台端末のＩＣＴを活用し、全体に短時間で共有していくことも大事です。タ

ブレットで考えを書いて、送って、見て終わりではなく、間に話し合いを挟むことで、思考力、判断力、

表現力が高まり、主体的な学びになっていくと思ってます。 

話合いの内容は、「塩酸に溶けた金属の液体を蒸発し 

て、取り出せた個体は金属か？」です。個人で見解を 

示し（予想＝立場）、グループでどんな考えがあったか 

をまとめました。重複した考えは１つにし、相違があ 

った考えはそれぞれ書き込むようにしました。たまた

ま、４人とも「別の物になった。」と意見が一致したグループもありました。また、「金属ではない。」とい

う考えに友だちの考えをプラスして、「プラスチックになった。」や「分解された。」という考えに付け加え

て、「粉々になった。」とより詳しくより科学的に見解を示すことができたグループもいました。６年生の

話し合いの力、考えをまとめる力が育ってきているんだなと感心した場面でした。 
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